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（１）丹波市スポーツ推進計画（素案）について 
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副会長 

 

アルパック 

 

副会長 

 

皆さんこんばんは。本日はお疲れのところ、ご出席いただき誠にありがとうございま

す。平成２７年度第３回丹波市スポーツ推進審議会を開会いたします。 

この会議は会議録作成のため録音させていただきます。 

それでは、会長から開会のご挨拶をいただきます。よろしくお願いいたします。 

 

【会長あいさつ】 

 

皆さんこんばんは。本日はお仕事がお忙しい中、お集まりいただきありがとうござい

ます。まだまだ暑い夏が続きますが、頑張ってスポーツにいそしんでいただいているの

ではないかと思います。 

素案をまとめていかなければならない時期になってきていますので、本日も皆さんに

活発にご意見いただき、丹波市の10年後、20年後を見据えた計画ができればと思います。

本日もよろしくお願いいたします。 

 

それでは、報告事項に入ります。まず、第２回丹波市スポーツ推進審議会議事録につ

いて、担当から説明いたします。 

 

第２回審議会会議録についてご説明いたします。本日の審議会の資料とご案内を委員

の皆様に送付させていただいた際に、第２回丹波市スポーツ推進審議会の会議録を同封

させていただきました。 

会議録の３ページ目の上から３行目のご意見の中で、「推移の表となっていません」

という発言を表記しておりますが、「推移の表となっていません。合計欄が必要ではな

いですか」と申し上げましたという意見を委員よりいただきましたので、そのように修

正いたします。また、事務局からも、合計欄を記載する旨の回答があったということで

すので併せて修正いたします。 

ただいま申し上げた内容の修正ができましたら、会議録を丹波市のホームページにて

公開させていただきます。その際には、ご意見をいただいた委員の皆様のお名前を消し

て公開することをご了承いただきますようお願いを申し上げます。以上です。 

 

報告事項についてはよろしいでしょうか。それでは、議事に入ります。ここからは副

会長に進行をお願いします。よろしくお願いいたします。 

 

丹波市スポーツ推進計画(素案)について、アルパックよりご説明お願いします。 

 

(内容説明) 

 

それでは質疑に入ります。ご質問がありましたらお願いします。 
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６ページの「（5）健康不安の増大」の中身で、「喫緊の課題となっています」とい

う言葉がありますが、何名かに聞いたところ「喫緊」という言葉が少し難しい表現では

ないかと言われました。８名中２名しか理解を得られませんでした。平易な言葉にする

必要はないかもしれませんが、理解を得られなかったので、例えば「重要な課題」や「こ

の項目においては最重要な課題」というような表現にしても意図は通じると思うのです

が、いかがでしょうか。 

 

「喫緊」という表現について、もっとわかりやすくということですので、類義語を調

べてわかりやすい表現に修正させていただきます。 

 

他ございませんか。素案に関する意見交換は本日が最後になりますので、できればお

一人様１回は発言していただきたいと思います。 

 

24ページの４つの基本施策のうちの基本施策３についてですが、「ユニバーサルスポ

ーツ」の前の「スポーツ」という表記を消さないといけないのではないでしょうか。 

 

「スポーツ」まで消すように修正お願いいたします。 

 

18ページの「⑤主な民間のスポーツ施設の概要」の中身について、「17施設」を消し

て、「19施設」としていますが、正しいのは「17施設」ではないでしょうか。 

 

同じ修正の線が引かれているところですが、「５地域」となっているのは、正しくは

「６地域」ではないでしょうか。 

 

６地域全て揃っていますので、地域の数の表現をなくして、「市内に17施設」と修正

いたします。 

 

この場でお聞きしてよいのかどうか考えたのですが、山南町では現在中学校の統合問

題が出ています。山南町の中央グラウンド、体育館周辺は存続していくということを聞

いていたのですが、その後、教育委員会からグラウンド、体育館周辺に総合的な施設を

建てることがほぼ決定したという話を聞きました。一旦市や委員会で存続していくとい

う話が出た以上、もし変更するのであれば、このような丹波市のスポーツについて審議

をする場で、説明があってもよいのではないかと思いました。良い機会でもあるので、

このような話があることを知っていただけたらと思い、話をさせていただきました。 

 

スポーツ推進計画(素案)の中では触れることができない部分ですので、地域の皆さん

の合意を得られる良い方向で進めていっていただければと思います。 

 

また、丹波市の「スポーツの日」についてですが、今年で３年目になるでしょうか。

このような総合的なイベントをするのもよいですが、様々な生涯スポーツに関すること



3 

 

 

 

 

副会長 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

森田先生 

 

 

 

 

 

 

 

副会長 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

副会長 

 

 

事務局 

を各町に分けて運営すればよいのではないか、という意見をいただきました。そうすれ

ばスポーツ人口も増えていくのではないでしょうか。そういったこともこれから考えて

いただきたいと思います。 

 

ありがとうございます。 

 

「スポーツの日」については、現在いろいろと手探りで運営している状態です。その

中で、委員の意見も一つの案だと思いますが、手探りで運営している中で、今年度はウ

ィンブルドンなどで活躍している車いすテニスプレイヤーの上地結衣さんをお招きし、

お話いただき、実際に指導をしていただきます。実際にスポーツに触れる場を作ってい

こうと今年度は企画をしています。このように徐々にいろいろな方向性を検討している

ということを理解していただきたいと思います。 

 

私はすぐにやっていただきたいと言っているわけではありません。これは何年間かの

計画となりますので、計画の中にこういったことも入れていったらよいのではないかと

いうことです。今年どうしてもこれをやってほしいというわけではなく、今後考えてい

くべきではないかと思います。 

 

計画の位置付けをご理解いただきたいのですが、この計画は、丹波市のスポーツの青

写真を描くものであり、具体的の取り組みの部分は例として記載はしていますが、例え

ば「スポーツの日」を今後どうするかということは、次の段階の行動計画の段階であり、

そこで検討しなければならないと思います。実際の実行部隊はこのメンバーではないの

で、そのための組織をどのように考えるかということは別途検討しなければならないこ

ととなります。今おっしゃったことはもっともなことですが、その様な現状があるとい

うことをご理解いただき、進めていただけたらと思います。 

 

他にご意見がありましたらお願いします。 

 

前回の審議会で「スポーツ機会」を「スポーツへの機会」とした方がよいのではない

かという話になり、そのように修正されていることについて、文科省では「スポーツ機

会」という文言を使っていますが、丹波市ではより平易に、より分かりやすくというこ

とで修正されたのか、その経緯を教えて下さい。 

 

前回の審議会のご意見から、より明確にわかりやすくしようという意図で「スポーツ

への」という記載に修正いたしました。 

 

前回、前々回に訂正した上でのチェックなので、あまり気になるところはないでしょ

うか。 

 

関連して、28ページの「①幼児期からの子どものスポーツへの機会の拡大と体力向上
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方策の推進」の最後の方の文章の中に、「スポーツ機会」という言葉が記載されていま

すので、これについても「全ての子どもがスポーツの体験ができる機会の拡大を図りま

す」と修正させていただきたいと思いますので、審議をお願いいたします 

 

あまり「の」や「が」を入れすぎると読みにくいので、「全ての子どもがスポーツを

体験できる機会の拡大を図ります」はどうでしょうか。 

 

問題がないと思いますので、そのように修正いたします。併せて30ページの「⑧障害

のある人のスポーツへの機会の拡大」の文章についても「身体障害のみならず知的障害

者や精神障害など障害の種類に関わらずスポーツに参加できる機会の拡大」と修正させ

ていただきたいと思います。今はこの２点について、この場で修正を提案させていただ

きましたが、「スポーツ機会」という表現になっている他のところはないか確認し、あ

れば同じようにわかりやすい表現に変えたいと思います。 

 

皆さんそれでよろしいでしょうか。他に気になる点はありませんか。 

今回は２色刷りとなっていますが、写真も入っていますので、最終的に色はどのよう

に考えていますか。 

 

最終的には本編はカラーで考えています。今回は２色刷りであることをご理解くださ

い。 

 

それでは、推進計画(素案)についての質疑を終わります。次に、パブリックコメント

の実施について、事務局よりご説明お願いします。 

 

資料としてお配りしているリーフレットは、パブリックコメントの募集の案になりま

す。これに基づき説明いたします。 

まず、パブリックコメントについては、市が定めようとする基本的な計画等に対して

広く市民から意見を伺い、意思決定に反映させようという手段です。丹波市の自治基本

条例第50条にもこのようなことが記載をされています。 

現在審議をいただいている丹波市スポーツの推進計画(素案)についても、丹波市が定

めようとする基本的な計画であり、広く市民から意見を伺う必要がありますので、丹波

市パブリックコメントの実施要領に基づき、実施させていただきます。実施の方法につ

いては、資料に記載しているように、本日審議いただいた計画（素案）を丹波市のホー

ムページ、各支所、図書館、住民センター、市役所、文化・スポーツ課に備え付けて公

開し、市民の方々の意見をいただきます。 

実施期間については９月１日から９月３０日までの約１ヶ月間を予定しています。意

見を出していただく方法は、リーフレットの裏面に意見を記入できるようになっていま

すので、リーフレットを持参、又はFAX、メール等で送付いただき受付をさせていただ

く予定です。 

パブリックコメントで出た意見については、内容を全て確認後、必要に応じて本計画
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(素案)に反映させていただきます。その他、パブリックコメントでいただいた意見につ

いては、計画を策定する際に市長から審問していただき、お答えするという「答申」の

参考にさせていただきます。また、回答等については市のホームページで全て公開させ

ていただきます。以上です。 

 

パブリックコメントについて何か質問はありますか。 

 

 ないようですので、次に移ります。 

 

次回の第４回丹波市スポーツ推進審議会は、パブリックコメントによりいただいた市

民の意見の内容及び答申について審議していただきます。11月４日(水)、同じ会場で実

施したいと思いますがいかがでしょうか。ご意見がなければこの日で決定したいと思い

ますので、よろしくお願いします。 

 

【閉会】 

 

ありがとうございました。市民の皆様にご意見を聞くところまできました。市民の皆

様で、このようなことをしていることを知っている方は少ないので、お声かけいただき、

パブリックコメントに意見をたくさんいただきたいと思います。よりよいものにするた

め、パブリックコメントはとても大切なので、形だけではなく、多くの方に参加してい

ただきたいと思います。本日はありがとうございました。 

 


